


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査では下記の外貨交換率を使用した： 

US$ 1.00 = 10,000 Kip (平成 14 年 7 月現在) 
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本調査のプロフィール 

 

調査期間：2001年 3月～2002年 10月 

カウンターパート機関：ラオス政府保健省 

 

調査の背景 

日本国政府は、ラオス国政府の要請に基づき、「ラオス国保健・医療サービス改善計画調査」の実

施を決定した。日本政府の技術協力実施機関である国際協力事業団は、ラオス政府との緊密な協

力の下、本調査を実施した。 

ラオス政府の代表として、ラオス政府保健省（MOH）がカウンターパート機関となった。MOH

は、調査実施に際し、他の関係政府機関、援助機関および非政府機関との調整を行った。 

調査の目的 

1. 既存データの分析及び実態調査の実施により、保健医療サービスの課題を明らかにする。  

2. 保健医療サービス改善のためのマスタープランを策定する。 

3. 実施機関関係者に技術移転を図る。 

調査対象地域 

ラオス国全域とする。特に、遠隔地に重点を置く。 

調査の基本的なアプローチ 

1. 保健省が主体となって行う計画作り、ドナーとの調整を支援するアプローチ 

2. 地方レベルでのヘルス・プランニングとヘルス・マネージメントを支援するアプローチ 

3. 総合計画アプローチ 

4. 地域計画アプローチ 

5. コミュニティー・アプローチ 

6. 目的やターゲットを絞った各種調査の実施 

調査実施機関 

本調査は、JICA 調査団とラオス側カウンターパートの共同努力により遂行された。JICA 調査団

は、㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル（PCI）の 17名の専門家より構成された。

ラオス側カウンターパートチームは、MOHの 21名の専門家より構成された。 



- 2 - 

図 1 調査実施体制 

 

調査の流れ 

本調査は、以下の４つのフェーズからなる。調査の基本的な流れを図２に示した。 

フェーズ１：調査の基本デザインの確定および調査実施体制の確立 

フェーズ２：保健医療セクターの現状把握および実態調査の実施（Ⅰ） 

フェーズ３：課題の抽出、基本戦略および暫定アクションプランの策定、実態調査の実施（Ⅱ） 

フェーズ４：マスタープラン、アクションプラン、優先プログラムの策定 

 

図 2 調査の基本的な流れ 
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